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MVNOによるモバイルv6サービス実現にむけて

相互
接続点

RNC*1 SGSN*2 GGSN*3

NTTドコモ MVNO（レイヤー2接続事業者）

通信端末およびホスト
端末のv6対応

ルータ

企業

NTTドコモ区間

GGSNのv6対応

１

３

２

PPP*4セッション
V6固定網

IPv6アドレス取得 IPv6アドレス割当

モバイル・ネットワークでのIPv6実現方法

*1: Radio Network Controller = 無線ネットワーク制御装置
*2: Serving GPRS Support Node = GPRSユーザの位置情報、セキュリティ管理やアクセス制御を行うノード
*3: Gateway GPRS Support Node =GPRSノードと他のネットワークとのゲートウェイ
*4: Point to Point Protocol 
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全国カバーのv6ネットワーク

L2終端装置

モバイルネットワークを活用することで、
全国カバーするv6ネットワークを早期に提供可能

IPv6
固定網

IPv6アドレス割当

モバイルキャリア内の装置
ただし、レイヤー2接続事業者
の場合は、接続事業者内に

設置するケースがある
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フルIPのFMCを実現

固定事業者 モバイルキャリア

MVNOFMC事業者

HA*インターネット

WiFi

WiFi使用 3G使用

携帯電話網

固定網

国際電話網

FTTH or 
ADSL

IP電話使用時のハンドオーバー
* Home Agent
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例： ふるさとケータイ 2009年12月15日スタート

Life Support Callサービスの概念図

MVNO端末画面 センターの地域コンシェルジュ側のPC画面
徳島県三好市
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IPv6への主なニーズ

フルIP FMC

M2M

マルチキャスト

• モバイルIP for v6を活用してシームレスに
ハンドオーバーを実現

• 全国カバーのv6ネットワークを活用

• LTEを見据え、動画配信ニーズ

• 防災無線の代用としての一斉同報

帯域制御機能を使用するための標準（仕様）取り決めづくり
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